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５
月
30
日
、
衆
議
院

本
会
議
に
お
い
て
、
衆

議
院
議
員
在
職
25
年
の

表
彰
を
賜
り
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
、
私
を
育
て
、
支
え

て
い
た
だ
い
た
郷
土
埼

玉
、
川
口
で
行
動
を
共

に
し
て
く
れ
た
同
志
、

後
援
会
や
事
務
局
、
多

く
の
支
援
者
の
皆
さ
ま
、

家
族
、
そ
し
て
常
に
献

身
的
に
尽
く
し
て
く
れ

て
い
る
事
務
所
ス
タ
ッ

フ
の
お
か
げ
様
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

衆
議
院
事
務
局
に
よ

る
と
、
明
治
23
年
の
第

１
回
総
選
挙
か
ら
直
近

の
令
和
３
年
10
月
の
第

49
回
総
選
挙
ま
で
に
当

選
し
た
衆
議
院
議
員(

複

数
回
当
選
し
た
議
員
は

１
回
と
し
て
カ
ウ
ン
ト)

６
７
３
８
人
。
帝
国
議

会
以
降
、
衆
議
院
で
永

年
在
職
議
員
表
彰
を
受

け
た
議
員
数
は
、
私
で

４
５
３
人
目
で
あ
り
、

そ
の
割
合
は
、
約
６
％

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

改
め
て
、
25
年
在
職

す
る
こ
と
の
重
み
と
、

表
彰
を
受
け
る
光
栄
に

感
じ
入
っ
た
次
第
で
す
。

　

私
は
38
歳
で
川
口
市

か
ら
29
年
ぶ
り
の
衆
議

院
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

25
年
間
の
中
で
、
１

本
の
電
話
か
ら
生
涯
忘

れ
る
こ
と
の
な
い
言
葉

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
「
安
倍
晋
三
で
す
。
新

藤
さ
ん
総
務
大
臣
お
願

い
し
ま
す
。
一
緒
に
日

本
の
歴
史
を
作
ろ
う
」

熱
い
言
葉
に
体
が
し
び

れ
ま
し
た
。

　

凶
弾
に
倒
れ
た
安
倍

晋
三
元
総
理
を
忍
ぶ
と

と
も
に
、
そ
の
意
思
を

引
き
継
い
で
い
く
こ
と

を
心
に
誓
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
私
が
こ
こ

に
い
ら
れ
る
の
は
、
今

は
亡
き
両
親
を
は
じ
め
、

ご
先
祖
の
お
か
げ
様
で

あ
り
、
厳
し
い
政
治
の

舞
台
に
あ
っ
て
へ
こ
た

れ
ず
生
き
る
力
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
の
は
愛

す
る
妻
ち
あ
き
、
息
子

の
孝
明
・
ゆ
う
き
、
娘

か
ん
な
、
い
つ
も
そ
ば

に
い
て
く
れ
て
本
当
に

あ
り
が
と
う
。

　

日
本
は
困
難
を
乗
り

越
え
て
明
る
い
未
来
に

向
け
た
新
し
い
国
づ
く

り
を
思
い
切
っ
て
決
め

て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
自
ら
に

与
え
ら
れ
た
役
割
を
発

信
し
て
、
精
魂
込
め
て

人
に
与
え
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

本
日
は
眞
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

立
石
泰
広
県
議
の
議
長
就
任
挨
拶
か
ら
掲
載
、

一
部
編
集
の
都
合
で
割
愛
し
ま
し
た
。
編
集
部

　

新
藤
義
孝
さ
ん
の
国
会
中
継
で
の
在
職
25
年

表
彰
挨
拶
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

１
２
７
代
埼
玉
県
議

会
議
長
の
職
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
立
石
泰
広

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
中
で
猛

威
を
振
る
い
、
埼
玉
県

議
会
に
お
い
て
も
、
３

年
以
上
に
わ
た
り
、
対

応
を
協
議
し
て
ま
い
り

ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
５

月
に
５
類
移
行
と
い
う

一
つ
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
後

も
、
再
度
の
感
染
拡
大

も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

県
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
取

組
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
、

加
速
す
る
少
子
高
齢
化
、

地
域
経
済
の
回
復
と
持

続
的
発
展
、
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
自
然
災
害

な
ど
、
私
た
ち
が
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
は
山
積
し
て
お

り
、
諸
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
鍵
と
な
るDX

も
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
埼
玉
県
議

会
業
務
継
続
計
画
」
の

実
効
性
を
確
保
す
る
防

災
訓
練
の
実
施
な
ど
、

非
常
時
に
お
け
る
議
会

機
能
の
継
続
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
さ

き
の
選
挙
を
通
じ
て
、

多
く
の
県
民
の
皆
様
の

声
に
耳
を
傾
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
と
い

うSDGs

の
理
念
に
基
づ

き
、
県
民
誰
も
が
安
心

し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る

郷
土
埼
玉
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、（
社
会
的
包

容
力
）
の
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

最
大
限
に
発
揮
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
議
員

同
士
が
活
発
に
議
論
し
、

社
会
状
況
に
即
し
て
政

策
提
案
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

経
験
を
生
か
し
、
公
平
、

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会

運
営
に
全
力
で
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
県
議
会
に
対
す
る
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

大野元裕県知事に就任の挨拶、立石県議、岡田静佳副議長

    川口市選出歴代議長

第　45 代　遠山輝男議長
第　58 代　高橋八郎議長
第　70 代　飯塚孝司議長
第　89 代　奥ノ木徳二議長
第　91 代　佐藤泰三議長
第 111 代 　奥ノ木信夫議長
第 127 代 　立石泰広議長
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令
和
５
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン　
　

武
南
交
通
安
全
協
会　
　
　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

５
月
25
日
、
武
南

交
通
安
全
協
会
は
、

川
口
緑
花
セ
ン
タ
ー

会
議
室
で
、
令
和
５

年
度
定
期
評
議
員
会

を
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
た
。

始
め
に
役
員
退
任

者
や
交
通
事
故
防
止

活
動
貢
献
者
、
会
長

退
任
の
佐
藤
征
己
さ

ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈

が
行
わ
れ
た
。

会
長
挨
拶
か
ら
、

来
賓
の
祝
辞
で
、
奥

ノ
木
信
夫
市
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読

ま
れ
、
次
い
で
武
南

署
門
井
幸
夫
署
長
が

「
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
献
身
的
な
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝

で
す
。
さ
ら
な
る
交

通
安
全
の
輪
を
ひ
ろ

げ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
。
さ
ら
に
原
島
潔

武
南
交
通
安
全
協
会

新
会
長
に
中
山
さ
ん

管
理
者
協
会
会
長
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

議
事
に
入
り
、
前

原
博
孝
さ
ん
が
議
長

を
務
め
、
全
て
の
議

案
が
滞
り
な
く
承
認

さ
れ
た
。

新
会
長
に
は
、
新

郷
支
部
長
だ
っ
た
中

山
久
仁
夫
さ
ん
が
推

薦
承
認
さ
れ
「
で
き

る
限
り
精
い
っ
ぱ
い

務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

思
い
を
反
映
で
き
る

よ
う
、
交
通
事
故
防

止
運
動
を
充
実
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
」

と
新
任
の
挨
拶
を
。

同
支
部
前
原
博
孝

さ
ん
が
、
副
会
長
兼

新
郷
支
部
長
に
就
任

さ
れ
た
。　

新
郷
支
部
の
理
事

は
中
山
久
仁
夫
、
前

原
博
孝
、
川
上
信
勝
、

石
川
幸
男
、
竹
中
雅
、

宮
本
兼
義
。

評
議
員
は
清
水

正
、
石
川
和
央
、
増

田
英
世
、
今
泉
清
喜
、

鈴
木
孝
好
、
安
西
孝

明
、
岡
田
彦
治
、
渡

邊
大
東
、
山
田
定
雄
、

久
保
孝
助
、
安
達
正

明
、
磯
貝
東
助
、
川

田
通
、
長
崎
秀
哉
。

　
　
　
（
敬
称
略
）

　5 月 28 日、新郷地区婦人バレーボール大会が、新郷スポーツセンター
で開催された。成績は次の通り。▽優勝＝赤井町会（町会長＝関根和雄
さん）。▽準優勝＝榛松町会（町会長＝宮原美子さん）。▽ 3 位＝東本郷
南町会（町会長＝山﨑一夫さん）。写真は、優勝の赤井町会選手と、左
端は永瀬秀樹県議、右端は前原博孝市議、

新
郷
東
小
学
校
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
体
験
講
習
会

　

令
和
５
年
度
川
口

市
少
年
少
女
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
体
験

講
習
会
が
新
郷
東
小

学
校
校
庭
で
５
月
27

日
実
施
さ
れ
た
。

　

主
催
の
川
口
市
教

育
委
員
会
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
課
長
の
内
田

大
輔
さ
ん
、
主
事
の

外
村
直
さ
ん
、
主
管

＆
指
導
者
は
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
。　

　

目
的
は
、「
体
験
す

る
こ
と
に
よ
り
、
楽

し
み
な
が
ら
団
体
行

動
に
お
い
て
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
を
学
ぶ

と
共
に
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
豊

か
な
心
を
養
う
こ
と

で
あ
る
。」

　

３
年
生
以
上
の
児

童
30
名
程
が
参
加
し
、

岡
本
賢
一
校
長
、
栗

林
丈
夫
教
頭
が
見
守

る
中
、児
童
達
は
ル
ー

ル
説
明
の
通
り
、
汗

だ
く
で
挑
戦
し
、
表

彰
式
も
行
わ
れ
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
メ
ン
バ
ー
は
、

星
野
明
弘
、
倉
橋
純

一
、三
枝
木
國
記
、
杉

本
重
成
、
西
島
順
子
、

世
良
か
お
る
、
斎
藤

由
依
、
野
澤
保
智
、

岡
本
祐
介
、
駒
井
兼

信
、
野
村
勝
美
、
前

田
健
造
、
石
鍋
功
久
、

足
立
一
朗
、
遠
山
良

一
、
浜
田
義
信
、
梅

澤
賢
次
、
宇
田
川
尚

志
、
白
鳥
清
隆
、
浅

野
啓
悦
、
岩
井
博
之
、

種
子
勇
美
、
八
巻
一

夫
、
丸
山
雅
夫
、
若

木
博
之
。（
敬
称
略
）

　

写
真
左
は
、
岡
本

校
長
の
始
球
式
。

新
郷
地
区
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

新郷地区卓球大会

　◇女子の成績は次の通り。▽優勝＝本蓮町会（町会長＝中山久仁夫さ
ん）。▽準優勝＝赤井町会（町会長＝関根和雄さん）。▽ 3 位＝榛松町会

（町会長＝宮原美子さん）。写真左端は中山町会長、右端は永瀬秀樹県議と、
選手並びに役員の皆さん。

　６月４日、新郷地区卓球大会が、新郷スポーツセンターで開催された。
◇男子の成績は次の通り。▽優勝＝榛松町会（町会長＝宮原美子さん）。
▽準優勝＝峯町会（町会長＝遠藤太嘉志さん）。▽ 3 位＝本蓮町会（町会
長＝中山久仁夫さん）。写真は優勝の榛松町会選手と右端は宮原町会長。

　写真左から、杉本重成さん、三枝木國記さん、
　岡本賢一校長、内田大輔スポーツ課長。
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ぺ
だ
る
こ
ぐ　

ぼ
く
の
あ
い
ぼ
う　

へ
る
め
っ
と　
　

武
南
警
察
署　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
電
話
は
詐
欺　
　

 

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

先
日
、
女
房
の
故

郷
で
あ
る
山
形
に
、

息
子
と
孫
を
連
れ
て

行
っ
て
き
ま
し
た
。　

目
的
は
お
墓
参

り
で
、
息
子
と
孫
に

自
分
た
ち
家
族
の

ル
ー
ツ
を
教
え
て
お

き
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。

　

人
は
、
太
古
の
昔

か
ら
今
に
至
る
ま
で

Ｄ
Ｎ
Ａ(

遺
伝
子)

で
命
を
つ
な
い
で
今

を
生
き
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
人
は
命

の
基
本
と
な
る
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
鎖
を
父
母
か
ら

半
分
ず
つ
も
ら
っ
て

新
し
い
命
を
誕
生
さ

せ
ま
す
。

　

こ
の
生
命
の
営
み

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
で
、
今
の
私
た
ち

が
あ
り
、
例
え
ば
１

つ
で
も
過
去
に
先
祖

が
途
切
れ
た
ら
、
今

の
自
分
は
無
い
わ
け

で
す
。

　

昔
、
何
千
年
も
の

間
日
本
列
島
で
生
活

し
て
い
た
縄
文
人
や

弥
生
人
な
ど
か
ら
遺

伝
子
を
受
け
継
い
で

来
た
先
祖
達
、
そ
し

て
私
た
ち
に
最
も
近

い
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
も
っ
て

い
る
の
は
父
母
で

す
。

　

自
分
は
先
祖
と
Ｄ

Ｎ
Ａ
で
ず
っ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
と

言
う
気
持
ち
は
、
自

分
は
１
人
ぼ
っ
ち
で

は
な
い
と
言
う
思
い

に
な
り
、
強
い
心
の

支
え
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

孫
か
ら
「
あ
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
誰
？
」

と
言
わ
れ
な
い
よ

う
、
命
の
つ
な
が
り

を
教
え
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 

     

院
長　

岩
下　

一
三 

新
郷
東
部
治
水
協
議
会
総
会

　

写
真
左
か
ら
飯
塚

孝
行
市
議
、
宇
田
川

好
秀
市
議
、
奥
ノ
木

信
夫
市
長
。

幸
夫
副
署
長
・
浅
野
剛

昭
管
理
課
主
幹
に
、
お

話
を
伺
っ
た
。

川
口
市
消
防
局
は

２
署
制
（
南
消
防
署
と

北
消
防
署
）
か
ら
、
東

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

業
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
読
み
上
げ
た
後
、

辰
井
川
改
修
事
業
概

要
、
川
口
都
市
計
画

事
業
、
新
郷
東
部
第

２
土
地
区
画
整
理
事

業
の
概
要
説
明
で
閉

会
し
た
。

役
員
は
次
の
通
り

◇
顧
問
＝
松
本
進
、

松
本
安
弘
、
板
橋
智

之
。
◇
参
与
＝
幡
野

茂
、
前
原
博
孝
、
飯

塚
孝
行
。
◇
会
長
＝

鈴
木
歳
男
。（
写
真
上
）

◇
副
会
長
＝
鴇
田
勇
、

北
條
敬
一
、
田
中
照

昌
、
金
田
壽
雄
。
◇

常
任
委
員
＝
高
橋
清
、

松
本
英
作
、
草
栁
一

男
、
小
野
寺
孝
行
、

高
橋
富
士
夫
、
石
島

正
文
、
古
挽
忠
夫
、

和
田
正
規
。
◇
町
会

委
員
＝
前
原
博
孝
、

関
根
和
雄
、
中
山
久

仁
夫
、
大
場
茂
樹
、

長
谷
部
秋
仁
、
細
川

み
さ
を
、
寺
本
正
和
、

山
﨑
一
夫
。
◇
監
事

＝
宮
原
美
子
、
遠
藤

太
嘉
志
。

　
　
　
（
敬
称
略
）

ん
、
常
任
委
員
に
古

挽
忠
夫
さ
ん
、
和
田

正
規
さ
ん
、
石
島
正

文
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

議
案
は
滞
り
な
く

承
認
さ
れ
、
決
議
文

①
辰
井
川
改
修
事
業

の
早
期
完
成
を
図
る

こ
と
②
新
郷
東
部
第

２
土
地
区
画
整
理
事

　

川
口
の
安
行
地
区

で
４
月
29
日
、
第
36

回
「
グ
リ
ー
ン
ロ
ー

ド
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

が
４
年
振
り
に
開
催

さ
れ
た
。

　

安
行
は
川
口
の
地

場
産
業
「
安
行
植
木
」

の
生
産
・
流
通
拠
点

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

人
々
と
自
然
と
の
触

れ
合
い
に
も
貢
献
し

よ
う
と
、
川
口
市
農

業
青
年
会
議
所
が
同

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

主
催
し
て
い
る
。

　

身
近
に
残
る
貴
重

な
自
然
、
新
緑
の
中

を
歩
く
コ
ー
ス
は
、

SR
戸
塚
安
行
駅
を
ス

タ
ー
ト
地
点
に
、
赤

山
城
址
、イ
イ
ナ
パ
ー

ク
川
口
、
金
剛
寺
、

一
輪
草
自
生
地
な
ど
、

史
跡
や
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
、
道
の
駅

が
あ
る
緑
化
セ
ン

タ
ー
を
通
り
駅
ま
で

戻
る
行
程
。

　

平
林
貢
会
長
は「
新

緑
の
季
節
、
都
市
近

郊
に
残
る
貴
重
な
自

然
と
の
触
れ
合
い
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
た
。

　

当
日
は
戸
塚
安
行

駅
で
地
場
産
野
菜
等

の
マ
ル
シ
ェ
も
開
催

さ
れ
て
い
た
。

５
月
25
日
、
新
郷

公
民
館
で
、
新
郷
東

部
地
区
治
水
事
業
推

進
協
議
会
（
会
長
＝

鈴
木
歳
男
さ
ん
）
の

令
和
５
年
度
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
顧
問

に
松
本
進
さ
ん
、
副

会
長
に
金
田
壽
雄
さ

６
月
１
日
、
板
橋

智
之
元
県
議
、
飯
塚
孝

行
市
議
、
船
津
由
徳
市

議
は
４
月
オ
ー
プ
ン
し

た
東
消
防
署
に
赴
き
、

増
田
浩
和
署
長
・
皆
川

消
防
署
（
新
郷
・
安

行
・
戸
塚
分
署
）
の
３

署
制
に
変
わ
り
、
管
轄

す
る
人
口
や
建
物
な
ど

を
平
準
化
さ
せ
、
迅
速

か
つ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
災
害
対
策
が
可
能
に

な
り
、
よ
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
強
化
に
す
る
こ

と
が
で
き
、
災
害
対
応

能
力
の
拡
充
が
図
ら
れ

る
と
の
こ
と
。

　

場
所
は
、
第
２
産
業

道
路
を
鳩
ケ
谷
に
向
か

い
、
国
道
１
２
２
号
線

と
交
差
す
る
ニ
ト
リ

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
前

で
、
市
の
中
心
部
に
位

置
し
て
い
る
。

　

敷
地
面
積
は
約

２
９
９
１
㎡
で
、
庁
舎

等
は
地
下
１
階
、
地
上

４
階
、
塔
屋
１
階
。
車

庫
棟
は
、
地
上
２
階
。

　

屋
上
に
は
大
規
模
災

害
発
生
時
に
他
府
県
か

ら
飛
来
し
た
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
上
空
か
ら
視
認

で
き
る
よ
う
「
東
消
防

署
」
と
屋
上
に
表
示
し

た
ヘ
リ
サ
イ
ン
。

　

２
階
に
は
女
性
特
有

の
持
ち
味
を
活
か
し
た

勤
務
し
や
す
い
、
女
性

専
用
エ
リ
ア
が
設
け
ら

れ
、
女
性
隊
員
が
励
ん

で
い
る
。

　

増
田
署
長
は
「
子
ど

も
連
れ
で
訓
練
な
ど
を

見
学
さ
れ
て
い
る
方
々

か
ら
、『
庁
舎
す
ば
ら

し
い
で
す
ね
』
と
声
が

か
か
り
う
れ
し
い
で

す
。
今
年
は
火
災
が
多

い
で
す
が
、
誤
報
は
ま

た
う
れ
し
い
で
す
。
台

風
は
準
備
が
で
き
る
の

で
ち
ょ
っ
と
良
い
の
か

な
」
と
、微
笑
ま
れ
た
。

川口東消防署新設

左から船津市議、増田署長、飯塚市議、板橋さん



　
第３３６号　　　新　郷　新　聞　２０２３年（令和５年）６月２１日（水）　　（４）　

　

食
中
毒
を
引
き
起
こ

す
主
な
原
因
は
、「
細

菌
」
と
「
ウ
イ
ル
ス
」

で
す
。

　
「
細
菌
」
は
、
温
度

と
湿
度
の
条
件
が
合
え

ば
食
べ
物
の
中
で
増
殖

し
ま
す
。
そ
の
食
べ
物

を
食
べ
る
と
食
中
毒
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
「
ウ
イ
ル
ス
」
は
、

食
べ
物
や
食
べ
物
に
触

れ
た
手
な
ど
を
通
じ
て

体
内
に
入
っ
て
増
殖

し
、
食
中
毒
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　

細
菌
は
高
温
多
湿
を

好
み
、
６
月
か
ら
８
月

に
多
く
発
生
し
ま
す
。　
　
　

　

予
防
と
し
て
は
、

　

①
購
入
し
た
も
の

は
、
低
温
で
保
存
し
ま

し
ょ
う
。

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（307）

　

②
肉
や
魚
。
根
菜
類

に
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
が
付
着
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
ら
の
食
品
を

触
っ
た
ら
、
各
作
業
に

移
る
前
に
手
洗
い
を
励

行
し
ま
し
ょ
う
。

　

③
肉
や
魚
は
も
ち
ろ

ん
、
野
菜
な
ど
も
充
分

加
熱
し
て
食
べ
れ
ば
安

心
で
す
。

 　
　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　

中
山
久
仁
夫

　
「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」

と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら

の
３
年
間
、
新
聞
制
作
に

苦
労
し
ま
し
た
。

　

我
が
家
の
愛
犬
チ
ワ
ワ

の
時
代
（
と
き
）
が
、
６

月
４
日
、
15
年
11
ヶ
月
と

４
日
の
生
涯
を
、
腕
の
中

で
静
か
に
閉
じ
ま
し
た
。　
　

　

家
族
の
み
な
ら
ず
塾
生

や
、
来
客
、
配
達
員
等
、

誰
に
で
も
先
に
玄
関
に
出

向
き
歓
迎
し
て
く
れ
た
お

り
こ
う
さ
ん
で
し
た
。

　

次
号
は
７
月
19
日
（
水
）

発
行
で
す
。

食
中
毒
予
防

あ
と
が
き

杉
本
市
議
・
金
刺
さ
ん
も
唄
う

　

日
本
維
新
の
会
、

高
橋
英
明
衆
議
院
議

員
は
５
月
28
日
、
新

郷
公
民
館
１
階
講
座

室
に
於
い
て
、「
川
口

の
未
来
を
考
え
る
会
・

そ
れ
ヒ
デ
さ
ん
に
聞

い
て
み
よ
う
」
と
題

し
て
、
新
郷
地
区
で

国
政
報
告
会
を
開
催

し
た
。

　
「
進
退
を
か
け
て
４

月
の
統
一
地
方
選
挙

等
に
臨
み
、
党
勢
拡

大
及
び
全
国
政
党
化

へ
の
歩
み
を
進
め
ま

し
た
。

　

今
後
の
衆
院
選
で

野
党
第
１
党
の
座
を

奪
取
す
る
た
め
、
維

新
が
行
う
改
革
へ
の

期
待
値
を
受
け
た
選

挙
結
果
と
し
て
、
信

託
頂
い
た
１
票
１
票

に
つ
い
て
、
川
口
市

維
新
の
高
橋
さ
ん

新
郷
公
民
館
で
国
政
報
告
会

に
お
い
て
も
出
来
る

こ
と
を
一
歩
ず
つ
、

地
域
を
回
り
な
が
ら

確
実
に
有
権
者
の
声

を
国
政
に
反
映
致
し

ま
す
。

　

政
治
家
の
身
を
切

る
改
革
、
次
世
代
へ

の
投
資
、
地
方
政
治

の
改
革
の
積
み
重
ね
、

自
民
党
の
対
立
軸
及

び
投
票
の
受
け
皿
と

な
り
得
る
現
実
的
な

政
党
と
し
て
、頑
張
っ

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

前列左端は金刺さん、中央はカルーソオーナーの廣彰さん、右端は杉本市議。　　　　　
　後列左から 2 番目がユリヤ・レヴさん。

  

新
郷
新
聞
を

　
応
援
し
て
下
さ
い

　

次
号
７
月
号
に
、

　

次
号
７
月
号
に
、

新
郷
新
聞
応
援
の

新
郷
新
聞
応
援
の

「
暑
中
見
舞
い
」
名

「
暑
中
見
舞
い
」
名

刺
広
告
の
お
願
い

刺
広
告
の
お
願
い

で
す
。

で
す
。

　

地
域
情
報
紙
と

　

地
域
情
報
紙
と

し
て
長
年
続
け
ら

し
て
長
年
続
け
ら

れ
る
の
は
、
地
域

れ
る
の
は
、
地
域

の
皆
様
の
ご
協
力

の
皆
様
の
ご
協
力

の
賜
物
で
す
。

の
賜
物
で
す
。

　　

よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
の
一
助
と

な
る
新
郷
新
聞
を
、

そ
し
て
地
域
の
コ

地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通

じ
て
、
地
域
の
絆
、

じ
て
、
地
域
の
絆
、

地
域
の
活
性
化
が
、

地
域
の
活
性
化
が
、

出
来
る
こ
と
を

出
来
る
こ
と
を

願
っ
て
新
郷
新
聞

願
っ
て
新
郷
新
聞

作
り
に
精
進
し
た

作
り
に
精
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
・
会
社
・

　

個
人
・
会
社
・

各
団
体
・
各
グ
ル
ー

各
団
体
・
各
グ
ル
ー

プ
様
な
ど
、
応
援

プ
様
な
ど
、
応
援

を
頂
け
る
と
有
難

を
頂
け
る
と
有
難

い
で
す
。

い
で
す
。

　

要
項
は
新
年
の

　

要
項
は
新
年
の

名
刺
広
告
と
同
様

名
刺
広
告
と
同
様

で
す
。　
　

で
す
。　
　

　　

ご
検
討
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
応
援
の

暑
中
見
舞
い
広
告

に
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
郷
新
聞
社

　

新
郷
新
聞
社

　
　

代
表　

小
堀
鶴
男　
　
　
　
　
　

　
　

代
表　

小
堀
鶴
男　
　
　
　
　
　

☎
０
４
８
（
２
８
４
）　　
　
　

☎
０
４
８
（
２
８
４
）　　
　
　

　
　
　
　
　

５
７
７
９

　
　
　
　
　

５
７
７
９

て
い
き
ま
す
」
と
。

　

ま
た
、
新
郷
の
イ

ン
フ
ラ
の
遅
れ
、
交

通
の
不
便
さ
等
に
つ

い
て
も
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
国
会
議

員
に
１
ヶ
月
百
万
円

支
給
さ
れ
る
「
調
査

研
究
広
報
滞
在
費
」

を
「
日
割
り
支
給
に

変
更
」「
使
途
の
限
定
」

「
使
途
公
開
」「
未
使

用
分
の
返
還
」
を
申

し
入
れ
た
こ
と
等
を

報
告
し
た
。

　

こ
の
度
の
川
口
市

議
選
で
ト
ッ
プ
当
選

（
５
８
０
７
票
）
の
池

田
恵
さ
ん
。
同
３
位

当
選
（
４
１
７
７
票
）

の
中
川
峻
一
さ
ん
の

２
人
も
同
席
し
た
。

　

写
真
左
か
ら
、
中

川
峻
一
市
議
会
議
員
、

高
橋
英
明
衆
議
院
議

員
、
池
田
恵
市
議
会

議
員
。

　

暑
気
払
い
や
夏
を

元
気
に
乗
り
切
る
た

め
に
、
ご
家
族
一
緒

に
当
店
の
柔
ら
か
く

て
美
味
し
い
「
特
選

牛
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ

コ
ー
ス
」
是
非
一
度

お
試
し
下
さ
い
。

◇
米
国
産
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ

　

和
風
仕
立
て
（
セ
ッ
ト
）

◇
埼
玉
県
産
香
豚
の
厚
切
り

　

オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
（
セ
ッ
ト
）

◇
旬
ス
ズ
キ
・
海
老
・
帆
立
貝
の　
　

　

グ
リ
ル
夏
野
菜
添
え
（
セ
ッ
ト
）

◇
初
夏
か
ら
夏
の
味
覚
コ
ー
ス

　
（
フ
ル
コ
ー
ス
）

◇
大
好
評　
（
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
）

◇
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

問
＝
下
記
広
告
参
照
。

ピ
エ
ー
ル
ピ
コ

　
　

初
夏
か
ら
夏
の

ス
テ
ー
キ
コ
ー
ス
フ
ェ
ア

　

５
月
11
日
、
新
郷
地
区
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
会
長

=

渡
辺
智
之
さ
ん
）
が
、
新

郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

◆
男
子
の
部
▽
優
勝
＝
阿
部

清
治

（
高
畑
）
▽
準
優
勝
＝

山
本
文
夫

（
本
蓮
）
、
３
位
＝

　

５
月
28
日
、
県
立

川
高
正
門
前
に
あ
る

ク
ラ
シ
カ
ル
ス
タ
ジ

オ
カ
ル
ー
ソ
に
お
い

て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

w
ith

ユ
リ
ヤ
・
レ

ヴ
ク
ラ
シ
ッ
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
た
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
・
テ
ノ
ー

ル
・
バ
リ
ト
ン
・
チ
ェ

ロ
・
フ
ル
ー
ト
な
ど

10
名
の
出
演
者
が
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
ユ
リ
ア

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い

伴
奏
で
、
そ
れ
ぞ
れ

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
、
名
演
を
繰
り
広

げ
た
中
に
、
市
議
会

議
員
の
杉
本
佳
代
さ

ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

の
金
刺
美
穂
さ
ん
も

出
演
さ
れ
、モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
歌
曲
な
ど
華
麗

に
歌
わ
れ
た
。

　

聴
き
惚
れ
る
だ
け

で
も
価
値
あ
る
時
間

で
あ
っ
た
。

　

５
月
31
日
、
新
郷
連
合
町

会
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

（
会
長

＝
渡
辺
秀
夫
さ
ん
）
が
、
石

岡
市
の

「
サ
ミ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
」
で
開
催
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

※
団
体
の
部
◇
優
勝
＝
赤
井

町
会
◇
準
優
勝
＝
東
本
郷
南

町
会
◇
３
位
＝
本
蓮
町
会
。

※
個
人
の
部
◇
優
勝
＝
金
子

信
茂

（
本
蓮
）
◇
準
優
勝
＝

渡
辺
幸
雄

（
赤
井
）
◇
３
位

＝
五
十
嵐
静
壱

（
赤
井
）
◇

４
位
＝
平
林
貢

（
東
本
郷
南
）

◇
５
位
＝
石
塚
照
久
（榛
松
）。　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

浅
利
常
男(

赤
井)

、
４
位=

阿
部
正
幸(

榛
松)

、
５
位=

関
川
晴
義(

本
蓮)

。

◆
女
子
の
部
▽
優
勝=

押
田

照
子(

本
蓮)

、
準
優
勝
＝
星

野
和
子(

赤
井)

、
３
位
＝
山

崎
美
代
子

（
高
畑
）
、
４
位=

山
野
恵
美
子(

赤
井)

、
５
位

＝
篠
丸
レ
イ
子(

榛
松)

。

◆
特
別
ホ
ー
ル
賞
＝
渡
辺
智

之

（
高
畑
）
。　
　

（
敬
称
略
）


